
九

専
攻
学
科
目　

内
科
学
・
臨
床
腫
瘍
学
・
血
液
腫
瘍
学

生　

年　

月　

昭
和
一
九
年　

九
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
四
年　

三
月 

名
古
屋
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同　

四
七
年　

六
月 

名
古
屋
大
学
医
学
部
第
一
内
科
医
員

同　

五
一
年
一
〇
月 
米
国
ス
ロ
ー
ン
・
ケ
タ
リ
ン
グ
が
ん
研
究
所
客
員
研
究
員

同　

五
五
年　

九
月 
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
化
学
療
法
部
主
任
研
究
員

同　

五
六
年
一
〇
月 
医
学
博
士
（
名
古
屋
大
学
）

同　

六
三
年　

四
月 

愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
化
学
療
法
部
部
長

平
成　

七
年　

九
月 

名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
教
授
（
平
成
二
二
年
三
月
ま
で
）

同　

一
五
年　

四
月 

名
古
屋
市
立
大
学
病
院
長
（
兼
務
、
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
）

同　

二
〇
年　

四
月 

名
古
屋
市
病
院
局
局
長
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

同　

二
二
年　

四
月 

名
古
屋
市
立
大
学
名
誉
教
授

同　

二
二
年　

四
月 

名
古
屋
市
立
大
学
特
任
教
授
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

同　

二
四
年　

四
月 

愛
知
医
科
大
学
医
学
部
教
授
（
令
和
四
年
三
月
ま
で
）

同　

二
八
年　

六
月 

名
古
屋
市
立
大
学
客
員
教
授
（
令
和
四
年
三
月
ま
で
）

同　

三
〇
年
一
一
月 

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

令
和　

四
年　

四
月 

愛
知
医
科
大
学
名
誉
教
授

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

上う
え　

田だ　

龍り
ゅ
う　

三ぞ
う
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医
学
博
士
上
田
龍
三
氏
の
「
成
人
Ｔ
細
胞 

白
血
病
・
リ
ン
パ
腫
に
対
す
る
抗
体
医
薬
開
発

の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
サ
ー
チ
」
に

対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

が
ん
研
究
の
進
展
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
今
や
基
礎
研
究
と
臨
床
研

究
に
境
界
は
な
く
、
基
礎
研
究
の
成
果
を
臨
床
の
場
に
導
入
す
る
研
究
（
ト
ラ

ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
サ
ー
チ
：TR

）
あ
る
い
は
臨
床
の
問
題
点
を
基
礎

研
究
で
明
ら
か
に
す
る
研
究
（
リ
バ
ー
ス
・
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
：R

-TR

）
な
ど
の
成
果
に
よ
り
、
多
く
の
が
ん
患
者
に
福
音
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
。

上
田
龍
三
氏
は
一
九
七
〇
年
代
初
頭
よ
り
、
黎
明
期
の
白
血
病
の
化
学
療
法

お
よ
び
骨
髄
移
植
療
法
に
従
事
し
た
が
、
当
時
の
治
療
法
に
限
界
を
覚
え
新
た

な
治
療
法
開
発
研
究
の
た
め
一
九
七
六
年
にN

ew
 York

の
ス
ロ
ー
ン
・
ケ
タ

リ
ン
グ
が
ん
研
究
所
に
留
学
し
た
。
同
氏
は
、
腎
が
ん
患
者
の
自
家
血
清
と
腎

が
ん
細
胞
、
お
よ
び
正
常
腎
上
皮
細
胞
か
ら
樹
立
し
た
培
養
細
胞
株
を
用
い
た

腫
瘍
抗
原
の
解
析
（
自
家
血
清
タ
イ
ピ
ン
グ
）
を
行
い
、
腎
が
ん
特
異
的
抗
原

の
同
定
に
成
功
し
た
（
文
献
3
）。
更
に
、
ヒ
ト
腎
が
ん
特
異
抗
体
（
お
よ
び

そ
れ
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
抗
原
）
を
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
に
よ
り
世
界
に
先

駆
け
て
同
定
し
た
（
文
献
4
）。
こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
り
、
が
ん
特
異
抗
原
を

標
的
と
し
た
〝
が
ん
免
疫
療
法
〞
が
十
分
成
立
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
一
九
八

〇
年
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
幅
広
い
が
ん
種
に
対
す
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗

体
を
作
製
し
、
が
ん
の
病
態
研
究
お
よ
び
診
断
に
有
用
な
抗
体
の
同
定
に
成
功

し
た
。

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
・
リ
ン
パ
腫
（ATLL

）
は
上
田
氏
が
留
学
中
の
一
九

七
七
年
に
高
月　

清
博
士
ら
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
最
も
治
療
困
難
な
血
液
が
ん

で
あ
る
。ATLL

に
対
す
る
病
態
研
究
か
ら
原
因
ウ
イ
ル
ス
（H

TLV-1

）
の
発

見
、
そ
の
全
塩
基
配
列
の
解
明
お
よ
びATLL

の
疫
学
研
究
な
ど
の
一
連
の
研

究
は
卓
越
し
た
日
本
の
科
学
者
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら

ATLL

の
治
療
法
の
開
発
研
究
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
同
氏
はATLL

細
胞
に
対

す
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
の
作
製
に
着
手
し
、ATLL

細
胞
表
面
に
強
く
発

現
し
て
い
るC

D
25

（IL2R

）
に
対
す
る
抗
体
を
作
製
し
た
。
そ
の
抗
体
を
用

い
て
、
血
清IL2R

濃
度
を
測
定
しATLL

の
病
勢
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
診

断
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
成
功
し
た
（
文
献
6
）。

上
田
氏
は
さ
ら
にATLL

の
詳
細
な
臨
床
病
態
研
究
を
行
い
、
ケ
モ
カ
イ
ン

レ
セ
プ
タ
ーC

C
R

4

分
子
が
九
〇
％
以
上
のATLL

患
者
細
胞
に
高
発
現
し
て

お
り
、
か
つC

C
R

4

陽
性ATLL

の
予
後
は
悪
い
こ
と
を
発
見
し
、C

C
R

4

分

子
がATLL
腫
瘍
の
治
療
標
的
分
子
と
な
り
う
る
こ
と
を
世
界
に
先
駆
け
て
明
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ら
か
に
し
た
（
文
献
7
）。

そ
こ
で
上
田
氏
は
二
〇
〇
〇
年
か
らATLL

の
治
療
薬
開
発
を
国
内
製
薬
企

業
と
共
同
で
開
始
し
た
。
当
該
企
業
は
抗C

C
R

4

抗
体
のFc

領
域
の
糖
鎖
を

除
去
す
る
技
術
（
ポ
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
技
術
）
で
高
力
価
の
抗C

C
R

4

修
飾
抗
体

の
作
製
に
成
功
し
（
文
献
8
）、
同
氏
ら
は
、
免
疫
不
全
状
態
に
あ
るATLL

患
者
で
も
こ
の
抗C

C
R

4
抗
体
に
よ
っ
て
患
者
自
身
のATLL

細
胞
を
死
滅
で

き
る
こ
と
をin vitro

で
証
明
し
た
。
抗
体
に
よ
り
が
ん
患
者
の
リ
ン
パ
球
が

自
身
の
腫
瘍
を
死
滅
で
き
る
こ
と
の
証
明
は
世
界
で
初
め
て
の
成
果
で
あ
っ

た
。
更
に
、
ヒ
トATLL

移
植
マ
ウ
ス
を
用
い
たin vivo

実
験
系
で
も
、
抗

C
C

R
4

抗
体
が
明
確
な
腫
瘍
縮
小
を
も
た
ら
す
こ
と
も
証
明
し
た
（
文
献
1
、

2
、
9
）。

こ
れ
ら
の
前
臨
床
研
究
を
経
た
後
、
上
田
氏
は
ヒ
ト
化
し
た
抗C

C
R

4

抗
体

を
用
い
て
、
一
六
名
の
再
発
・
難
治
のC

C
R

4

陽
性
患
者
に
対
し
て
世
界
で
初

め
て
ヒ
ト
に
投
与
す
るFirst in H

um
an (FIH

)

の
第
一
相
治
験
を
責
任
医
師

と
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
治
療
は
安
全
に
施
行
で
き
、
二
症
例
に
完
全
寛
解
、

三
症
例
の
部
分
寛
解
が
得
ら
れ
（
奏
効
率
は
三
一
％
）、
目
覚
ま
し
い
臨
床
効

果
で
あ
っ
た
（
文
献
1
、
10
）。

こ
の
結
果
を
受
け
上
田
氏
は
、C

C
R

4

陽
性
の
再
発ATLL

患
者
二
六
例
を

対
象
と
し
て
第
二
相
治
験
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
完
全
寛
解
八
例
、
部
分

寛
解
五
例
、
全
体
の
奏
効
率
は
五
〇
％
と
言
う
驚
異
的
な
治
療
効
果
が
得
ら
れ

た
。
以
上
の
治
験
結
果
に
よ
り
二
〇
一
二
年
に
抗C

C
R

4

抗
体
は
、
再
発

ATLL

に
対
す
る
希
少
疾
病
用
医
薬
品
と
し
て
、
日
本
発
か
つ
日
本
初
の
抗
が

ん
抗
体
医
薬
と
し
て
承
認
・
実
用
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
抗C

C
R

4

抗
体

に
対
す
る
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診
断
薬
も
日
本
で
初
め
て
同
時
に
承
認
さ
れ
た
（
文

献
11
）。ATLL

に
お
け
る
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診
断
薬
の
開
発
経
験
に
よ
り
、
以

後
の
日
本
に
お
け
る
分
子
標
的
薬
剤
を
承
認
す
る
際
も
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診
断

薬
の
開
発
が
推
奨
条
件
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
国
内
で
は
未
治
療
のATLL

、
再
発
し
たC

C
R

4

陽
性
末
梢
性
Ｔ

細
胞
リ
ン
パ
腫
（PTC

L

）、
皮
膚
Ｔ
細
胞
性
リ
ン
パ
腫
（C

TC
L

）
へ
の
適
応

拡
大
が
承
認
さ
れ
た
（
文
献
2
、
12
）。
ま
た
国
外
で
も
再
発
・
難
治
の
皮
膚

腫
瘍
で
あ
る
菌
状
息
肉
症
、
セ
ザ
リ
ー
症
候
群
へ
の
適
用
が
承
認
さ
れ
た
。
本

抗
体
医
薬
が
上
市
さ
れ
た
後
も
上
田
氏
はATLL

に
対
す
る
最
適
最
良
使
用
方

法
を
検
討
す
る
医
師
主
導
に
よ
る
〝
育
薬
研
究
〞
を
続
け
て
い
る
（
文
献
13
、

15
）。 上

田
氏
は
、ATLL

の
病
態
研
究
か
らC

C
R

4

分
子
が
制
御
性
Ｔ
（Treg

）

細
胞
に
強
発
現
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
き
た
（
文
献
1
、
2
）。
そ
こ
で
、

抗C
C

R
4

抗
体
を
用
い
て
固
形
腫
瘍
周
囲
のTreg

細
胞
を
除
去
す
る
、
世
界

初
の
が
ん
免
疫
療
法
を
医
師
主
導
治
験
と
し
て
二
〇
一
三
年
よ
り
実
施
し
た
。

末
梢
血
か
ら
のTreg

細
胞
除
去
に
は
成
功
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
抗
腫
瘍
効

果
は
軽
微
で
あ
っ
た
（
文
献
14
、
16
）。
詳
細
な
解
析
の
結
果
、
抗C

C
R

4

抗
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体
がTreg

細
胞
の
み
な
ら
ず
メ
モ
リ
ー
Ｔ
細
胞
の
一
部
も
除
去
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
投
与
量
の
最
適
化
な
ど
に
よ
り
、
有
効
な

Treg

除
去
が
ん
免
疫
療
法
が
開
発
可
能
と
期
待
さ
れ
る
（
文
献
16
）。
さ
ら
に

同
氏
は
、C

C
R

4
を
標
的
と
し
たC

A
R

-T

キ
メ
ラ
細
胞
療
法
の
開
発
や
、
が
ん

層
別
化
マ
ー
カ
ー
の
探
索
研
究
（A

M
ED

研
究
事
業
）
の
代
表
者
を
務
め
、

精
力
的
に
研
究
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
田
龍
三
氏
は
、
日
本
で
発
見
さ
れ
、
か
つ
日
本
に
多
い

難
治
が
ん
で
あ
るATLL

に
対
し
て
、
自
ら
治
療
標
的
を
発
見
し
、
そ
の
治
療

薬
を
製
薬
企
業
と
共
同
開
発
し
、
さ
ら
に
治
験
責
任
医
師
と
し
て
臨
床
的
有
効

性
を
証
明
し
て
有
効
な
薬
剤
を
世
界
のATLL
患
者
に
と
ど
け
た
、
い
わ
ば

physician-scientist

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
言
う
べ
き
傑
出
し
た
研
究
者
で
あ

る
。
我
が
国
の
が
ん
研
究
・
医
療
史
上
特
筆
す
べ
き
成
果
で
あ
り
、
現
在
も
、

同
氏
は
が
ん
免
疫
療
法
お
よ
び
が
んTR

研
究
に
継
続
的
に
多
く
の
貢
献
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
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